













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
１．国頭村宇嘉
宇嘉・辺野喜共同墓 破風墓 一八七四年頃以前 二次葬墓 南隣の辺野喜との二集落共同墓。
島袋一九三三：七九。竹村一九六五：七〇。
宮城幸三郎一九八九：一四〇。
村墓 破風墓 一八七四年頃築造 併置型 二集落共同墓の北隣に築造。
２．国頭村辺野喜





宇嘉・辺野喜共同墓 破風墓 一八七四年頃以前 二次葬墓 北隣の宇嘉との共同墓。
村墓2 破風墓 併置型 二集落共同墓の南隣に築造。一九六〇年頃まで使用。洗骨銘書改葬を行った。





村墓１ 埋葬墓 一八七〇年頃以前 一次葬墓 アダンの藪近くの砂地に埋葬。




村墓３ 破風墓 一八七〇年頃築造 はじめ一基。一九一〇年代にもう一基追加。
４．国頭村辺土名
村墓１ 草叢墓 一八七二年以前 一次葬墓 クンジ原の樹林の竹垣の中に安置した。
辺土名誌編集委員会二〇〇七：七二～八二。


















イジンジャー墓、ミーユシ墓 堀込破風墓 一八七三年頃築造 併置型 村墓（二基）
６．国頭村安波



















名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
１．国頭村宇嘉
宇嘉・辺野喜共同墓 破風墓 一八七四年頃以前 二次葬墓 南隣の辺野喜との二集落共同墓。
島袋一九三三：七九。竹村一九六五：七〇。
宮城幸三郎一九八九：一四〇。
村墓 破風墓 一八七四年頃築造 併置型 二集落共同墓の北隣に築造。
２．国頭村辺野喜





宇嘉・辺野喜共同墓 破風墓 一八七四年頃以前 二次葬墓 北隣の宇嘉との共同墓。
村墓2 破風墓 併置型 二集落共同墓の南隣に築造。一九六〇年頃まで使用。洗骨銘書改葬を行った。





村墓１ 埋葬墓 一八七〇年頃以前 一次葬墓 アダンの藪近くの砂地に埋葬。




村墓３ 破風墓 一八七〇年頃築造 はじめ一基。一九一〇年代にもう一基追加。
４．国頭村辺土名
村墓１ 草叢墓 一八七二年以前 一次葬墓 クンジ原の樹林の竹垣の中に安置した。
辺土名誌編集委員会二〇〇七：七二～八二。


















イジンジャー墓、ミーユシ墓 堀込破風墓 一八七三年頃築造 併置型 村墓（二基）
６．国頭村安波


















名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
６．国頭村安波






























港原墓 平葺墓 一八四八年頃築造 併置型 村墓。墓口は二つ（ターチ墓）。内部は一つ。洗骨積み重ね改葬を行う。
道原墓 破風墓 一八四八年頃築造 併置型 村墓。洗骨積み重ね改葬を行う。
新墓 破風墓 一八八五年築造 併置型 村墓。洗骨積み重ね改葬を行う。






饒波屋 亀甲墓 一八四〇年に使用 二次葬墓 根路銘・饒波・大兼久・大宜味の共同墓。
宮城倉栄一九八五：三四八～三五九。宜味屋 亀甲墓 一八七一年に使用 二次葬墓 根路銘・大兼久・大宜味の共同墓。
村墓 破風墓 一八七三年築造 隣接型
11．大宜味村饒波
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。 饒波誌編集委員会二〇〇五：一七四～
一七五。宮城倉栄一九八五：三四九。村墓 破風墓 明治時代はじめに築造 二基。喜如嘉に築造。
12．大宜味村大兼久









村墓３ 木下墓 まだ墓が出来ない時代 一次葬墓 木造りの棺箱になってからは密林の中の露天に置くようになった。
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。






名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
６．国頭村安波






























港原墓 平葺墓 一八四八年頃築造 併置型 村墓。墓口は二つ（ターチ墓）。内部は一つ。洗骨積み重ね改葬を行う。
道原墓 破風墓 一八四八年頃築造 併置型 村墓。洗骨積み重ね改葬を行う。
新墓 破風墓 一八八五年築造 併置型 村墓。洗骨積み重ね改葬を行う。






饒波屋 亀甲墓 一八四〇年に使用 二次葬墓 根路銘・饒波・大兼久・大宜味の共同墓。
宮城倉栄一九八五：三四八～三五九。宜味屋 亀甲墓 一八七一年に使用 二次葬墓 根路銘・大兼久・大宜味の共同墓。
村墓 破風墓 一八七三年築造 隣接型
11．大宜味村饒波
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。 饒波誌編集委員会二〇〇五：一七四～
一七五。宮城倉栄一九八五：三四九。村墓 破風墓 明治時代はじめに築造 二基。喜如嘉に築造。
12．大宜味村大兼久









村墓３ 木下墓 まだ墓が出来ない時代 一次葬墓 木造りの棺箱になってからは密林の中の露天に置くようになった。
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。






名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
13．大宜味村大宜味
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。









ウフバカ 石造墓 明治時代初頭築造 門中単位で利用。他にアラニガー墓、その他。
15．東村川田






ムラバカ 一九二三年頃築造 一次葬墓 村墓。墓型不明（一九六三年の津波で崩壊）
















九 三 ～ 九 四。 宮 城 真 治 一 九 八 七：
一七四、一七六。琉球大学民俗研究クラブ
一九六七：六五～六七。













村墓１ 木造家形墓 一八八〇年代以前 一次葬墓 小屋状の墓の天井から棺箱を吊り下げた。 字久志誌編纂委員会一九九八：三一〇～
三一六。
村墓２ 一八八〇年代以降築造 併置型か 一九五九年に現在の場所に移転。













石積み家形墓 一八五〇年改築 二次葬墓 一九五一年に取り壊した。
20．名護市喜瀬
村墓１ 掘込墓か 一九〇四年頃以前 一次葬墓 海岸沿いの岸壁に位置した。一人用一次葬墓か。




ムラ墓 亀甲墓 一九〇四年頃築造 併置型か
121 一九世紀沖縄の葬墓制とその変容
名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典
13．大宜味村大宜味
饒波屋 亀甲墓 一九世紀中頃 二次葬墓 根路銘にある饒波屋を共同使用。









ウフバカ 石造墓 明治時代初頭築造 門中単位で利用。他にアラニガー墓、その他。
15．東村川田






ムラバカ 一九二三年頃築造 一次葬墓 村墓。墓型不明（一九六三年の津波で崩壊）
















九 三 ～ 九 四。 宮 城 真 治 一 九 八 七：
一七四、一七六。琉球大学民俗研究クラブ
一九六七：六五～六七。













村墓１ 木造家形墓 一八八〇年代以前 一次葬墓 小屋状の墓の天井から棺箱を吊り下げた。 字久志誌編纂委員会一九九八：三一〇～
三一六。
村墓２ 一八八〇年代以降築造 併置型か 一九五九年に現在の場所に移転。













石積み家形墓 一八五〇年改築 二次葬墓 一九五一年に取り壊した。
20．名護市喜瀬
村墓１ 掘込墓か 一九〇四年頃以前 一次葬墓 海岸沿いの岸壁に位置した。一人用一次葬墓か。




ムラ墓 亀甲墓 一九〇四年頃築造 併置型か
122
名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典






ウフドゥール 掘込墓 一七三五年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
新城徳祐一九七五：五九九～六〇〇。平敷
一九九五：二八二～三〇〇。イチャガヤー 掘込墓 一七五四年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
高イヤーヤ 掘込墓 一七八三年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
23．うるま市津堅島
グショー 草叢墓 一八八〇年代 一次葬墓 クロツグの藪の中に棺を安置。 伊波一九七四：二四～二五。名嘉真
一九七九：一六六～一六七。グショー 洞穴墓 二次葬墓 草叢墓の側に七基。積み重ね改葬。
24．渡名喜村渡名喜




グショウ 埋葬墓 一八九七年頃まで 一次葬墓 砂地に穴を掘り、棺箱を埋め、砂をかけ上に青茅で小屋掛けをする。




シンジュ（ハカ） 崖葬墓 二次葬墓 崖葬墓を中心とする共同墓（寄合墓）。
※名称欄に村墓１、２と番号付けしたものは執筆者による仮称である。
123 一九世紀沖縄の葬墓制とその変容
名称 墓型 築造（使用）年 複葬対応 備考 出典






ウフドゥール 掘込墓 一七三五年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
新城徳祐一九七五：五九九～六〇〇。平敷
一九九五：二八二～三〇〇。イチャガヤー 掘込墓 一七五四年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
高イヤーヤ 掘込墓 一七八三年の厨子 二次葬墓 村墓。複数集落が利用。一部銘書改葬。
23．うるま市津堅島
グショー 草叢墓 一八八〇年代 一次葬墓 クロツグの藪の中に棺を安置。 伊波一九七四：二四～二五。名嘉真
一九七九：一六六～一六七。グショー 洞穴墓 二次葬墓 草叢墓の側に七基。積み重ね改葬。
24．渡名喜村渡名喜




グショウ 埋葬墓 一八九七年頃まで 一次葬墓 砂地に穴を掘り、棺箱を埋め、砂をかけ上に青茅で小屋掛けをする。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































タイプ 事例・集落名等 第一次葬 第二次葬 備考
Ⅰ
３．与那 アダンの藪近くの砂地に埋葬 周囲のアダンに吊り下げ 一八七〇年頃以前









５．比地 「一定の場所」で「風葬」 木造家形墓に吊り下げ 一八七三年頃以前
６．安波 アダンの藪中に安置 石積み家形墓に吊り下げ 一八七三年以前
12．大兼久 森の木の枝に吊り下げ 石積み囲い墓に積み重ね 一九世紀中頃以前







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 八 七 九 年 ～
一九〇五年頃の築
造





































































































14．津波 ウフバカ 石造墓 明治時代初頭築造









17．久志 村墓２ 一八八〇年代以降築造 併置型
19． 我部祖






20．喜瀬 ムラ墓 亀甲墓 一九〇四年頃築造 併置型
21．世富家 ムラ墓 石積み墓 一八七四年築造 併置型 一九四〇年まで使用。
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に
よ
れ
ば
、
喜
如
嘉
で
は
「
昔
、
資
産
と
地
頭
代
等
の
地
位
の
あ
っ
た
家
で
は
独
自
の
家
族
墓
を
建
造
し
た
」
と
い
う
。
蔵
前
、
蒿
根
の
二
軒
は
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
よ
う
で
あ
る
（
福
地　
一
九
七
八
：
二
）。
王
国
時
代
の
百
姓
に
家
墓
と
し
て
石
造
墓
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
三
基
の
村
墓
を
含
め
て
こ
の
よ
う
な
石
造
墓
の
築
造
に
は
、
当
時
の
喜
如
嘉
が
「
チ
ュ
ウ
ム
ラ
（
強
い
村
）」
と
し
て
経
済
的
に
繁
栄
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
喜
如
嘉
誌
編
集
委
員
会　
一
九
九
六
：
は
し
が
き
）。
一
八
七
〇
年
前
後
よ
り
も
前
に
築
造
さ
れ
た
他
の
石
造
墓
は
、
喜
如
嘉
同
様
の
単
独
集
落
の
も
の
と
し
て
は
我
部
祖
河
村
墓
（
ナ
ガ
ハ
マ
シ
ン
ジ
ュ
）
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
ま
た
、
集
落
の
共
同
使
用
墓
と
し
て
宇
嘉
・
辺
野
喜
共
同
墓
、
根
路
銘
を
中
心
と
し
た
二
つ
の
共
同
墓
（
饒
波
屋
と
宜
味
屋
）
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
我
部
祖
河
村
墓
は
一
八
世
紀
以
来
の
伝
統
を
も
つ
納
骨
墓
で
、
一
八
五
〇
年
の
石
造
墓
へ
の
改
築
は
田
地
奉
行
の
指
示
で
あ
っ
た
と
い
う
（
宮
城
真
治　
一
九
八
七
：
一
八
一
）。
他
の
石
造
墓
は
い
ず
れ
も
複
数
集
落
の
共
同
使
用
墓
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
石
造
墓
の
築
造
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
記
し
た
石
造
の
村
墓
な
い
し
共
同
墓
の
築
造
年
一
覧
を
み
る
と
、
一
八
七
〇
年
前
後
か
ら
一
八
七
四
年
頃
に
か
け
て
、
久
志
間
切
以
北
の
一
一
集
落
の
村
墓
、
計
二
〇
基
が
築
造
さ
れ
て
い
る
（
宜
味
屋
お
よ
び
宇
嘉
・
辺
野
喜
共
同
墓
を
除
く
）。
そ
の
後
は
、
一
八
七
九
年
か
ら
一
八
八
五
年
に
か
け
て
二
集
落
の
四
基
、
一
九
〇
四
年
と
一
九
二
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
集
落
（
一
基
ず
つ
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
前
後
か
ら
一
八
七
四
年
頃
に
か
け
て
の
こ
の
地
域
の
石
造
墓
築
造
の
集
中
は
特
徴
的
で
あ
る
。
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こ
の
時
期
は
一
八
七
二
年
の
琉
球
藩
設
置
か
ら
は
じ
ま
る
琉
球
処
分
の
わ
ず
か
に
前
で
あ
り
、
人
々
は
ま
だ
国
の
築
墓
制
限
の
も
と
に
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
頭
村
安
波
で
は
一
八
七
三
年
に
隣
接
型
の
亀
甲
墓
二
基
を
築
造
し
た
が
（
表
2
・
事
例
6
）、
当
時
、
安
波
の
人
々
は
「
こ
れ
ほ
ど
立
派
な
村
墓
は
役
人
に
見
付
か
れ
ば
叱
責
さ
れ
る
筈
だ
と
思
い
心
配
し
た
」
と
い
う
（
常
見　
一
九
六
五
：
五
三
）。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
石
造
墓
は
築
造
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
動
き
は
久
志
、
大
宜
味
、
国
頭
の
各
間
切
の
集
落
で
あ
た
か
も
流
行
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
当
該
地
域
の
人
々
は
こ
の
時
代
、
国
の
動
揺
と
衰
え
を
み
て
、
永
年
の
憧
れ
で
あ
っ
た
石
造
墓
の
築
造
に
踏
み
切
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
集
落
の
結
束
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
別
の
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
当
該
地
域
で
は
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
家
墓
や
門
中
墓
に
対
す
る
指
向
が
希
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
新
築
な
い
し
改
築
さ
れ
た
村
墓
・
共
同
墓
と
複
葬
と
の
関
係
を
み
て
お
こ
う
。
一
八
七
〇
年
前
後
よ
り
も
後
に
築
造
さ
れ
た
墓
の
う
ち
、
与
那
村
墓
3
、
謝
名
城
の
三
基
、
田
嘉
里
の
三
基
、
饒
波
村
墓
、
津
波
ウ
フ
バ
カ
は
墓
室
の
構
造
が
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
八
集
落
一
四
基
（
宇
嘉
村
墓
、
辺
土
名
村
墓
3
（
五
基
）、
比
地
二
基
（
イ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
墓
、
ミ
ー
ユ
シ
墓
）、
安
波
村
墓
5
（
二
基
）、
喜
如
嘉
新
墓
、
根
路
銘
村
墓
、
喜
瀬
ム
ラ
墓
、
世
富
家
ム
ラ
墓
）
は
併
置
型
お
よ
び
隣
接
型
の
形
式
を
と
る
。
他
に
、
二
次
葬
墓
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
二
集
落
五
基
（
川
田
村
墓
（
四
基
）、
汀
間
中
田
シ
ン
ジ
ュ
）
で
あ
る
（
表
4
）。
併
置
型
お
よ
び
隣
接
型
の
村
墓
を
築
造
し
た
八
集
落
で
は
、
そ
れ
以
降
、
第
一
次
葬
墓
と
し
て
表
3
に
示
し
た
各
種
151 一九世紀沖縄の葬墓制とその変容
の
墓
を
用
い
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た
（
喜
如
嘉
で
は
、
新
墓
を
含
め
て
石
造
村
墓
は
は
じ
め
か
ら
併
置
型
か
隣
接
型
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、
石
造
村
墓
の
築
造
は
、
多
様
な
第
一
次
葬
墓
の
あ
り
方
を
一
つ
に
収
斂
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
複
葬
葬
法
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
の
事
例
も
、
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
人
々
は
、
村
墓
を
新
造
・
更
新
し
て
も
、
葬
法
は
従
来
の
も
の
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
二
次
葬
墓
と
し
て
石
造
墓
を
築
造
し
た
東
村
川
田
と
名
護
市
汀
間
・
中
田
シ
ン
ジ
ュ
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
名
護
以
北
の
こ
れ
ら
の
集
落
で
は
、
一
八
七
〇
年
前
後
か
ら
、
あ
た
か
も
新
た
な
時
代
を
先
駆
け
る
か
の
よ
う
に
、
村
墓
な
い
し
共
同
墓
の
石
造
墓
化
が
急
激
に
進
展
し
た
。
一
方
で
、
そ
の
新
し
い
墓
へ
死
者
の
葬
法
は
従
来
か
ら
の
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
墓
制
の
革
新
と
葬
法
の
伝
統
継
承
の
二
つ
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
石
造
墓
に
対
す
る
人
々
の
憧
憬
を
示
す
と
と
も
に
、
骨
の
合
葬
が
表
象
す
る
集
落
の
一
体
性
に
対
す
る
人
々
の
信
念
、
お
よ
び
、
人
々
の
間
に
強
い
家
系
観
念
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
2
）
門
中
墓
・
模
合
墓
・
家
墓
の
築
造
ー
村
墓
か
ら
の
分
離
ー
沖
縄
本
島
北
部
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
石
造
村
墓
・
共
同
墓
の
築
造
の
動
き
に
並
行
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
村
墓
か
ら
分
離
し
て
、
門
中
墓
・
模
合
墓
・
家
墓
を
築
造
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
表
4
を
も
と
に
検
討
を
加
え
よ
う
。
表
4
に
掲
載
し
た
情
報
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
事
例
19
（
名
護
市
我
部
祖
河
）
で
は
一
八
五
三
年
に
家
墓
が
築
造
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さ
れ
て
い
る
。
事
例
9
（
大
宜
味
村
喜
如
嘉
）
で
は
一
八
七
二
年
の
上
イ
墓
に
続
い
て
、
一
八
七
七
年
か
ら
明
治
時
代
末
年
の
一
九
一
二
年
に
か
け
て
、
六
基
の
家
墓
、
模
合
墓
、
な
い
し
門
中
墓
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
事
例
10
（
大
宜
味
村
根
路
銘
）
で
は
一
八
七
九
年
に
最
初
の
門
中
墓
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
時
代
末
ま
で
に
八
基
の
門
中
墓
、
模
合
墓
な
い
し
家
墓
が
築
造
さ
れ
た
（
宮
城
倉
栄　
一
九
八
五
：
三
五
一
〜
三
五
二
）。
ま
た
、
事
例
5
（
国
頭
村
比
地
）
で
は
一
八
九
七
年
以
降
に
い
く
つ
か
の
門
中
墓
が
で
き
た
と
い
う
。
事
例
8
（
大
宜
味
村
謝
名
城
）、
事
例
11
（
大
宜
味
村
饒
波
）、
事
例
12
（
大
宜
味
村
大
兼
久
）
で
は
、
大
正
時
代
初
期
か
ら
門
中
墓
、
家
墓
が
で
き
は
じ
め
、
事
例
6
（
国
頭
村
安
波
）
で
は
一
九
一
三
年
に
最
初
の
門
中
墓
な
い
し
模
合
墓
（
共
同
出
資
者
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
墓
）
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
村
墓
か
ら
の
分
離
の
動
き
が
み
ら
れ
な
い
集
落
も
存
在
す
る
。
事
例
1
（
国
頭
村
宇
嘉
）
で
は
一
九
六
三
年
の
時
点
で
門
中
墓
は
み
ら
れ
ず
、
人
々
は
村
墓
を
用
い
て
い
る
（
竹
村　
一
九
六
五
：
七
〇
）。
事
例
3
（
国
頭
村
与
那
）
で
も
、
一
九
三
〇
年
前
後
ま
で
人
々
は
村
墓
（
村
墓
3
）
を
用
い
、
事
例
4
（
国
頭
村
辺
土
名
）
で
も
一
九
三
三
年
ま
で
同
様
で
あ
っ
た
。
事
例
16
（
名
護
市
汀
間
）
で
は
、
一
九
七
二
年
頃
ま
で
も
っ
ぱ
ら
共
同
墓
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
集
落
で
、
村
墓
な
い
し
共
同
墓
が
人
々
を
引
き
つ
け
る
力
の
強
さ
は
印
象
的
で
あ
る
。
次
に
、
葬
法
と
の
関
連
で
こ
れ
ら
の
新
し
く
築
造
さ
れ
た
家
墓
、
門
中
墓
、
模
合
墓
の
墓
室
の
構
造
を
み
よ
う
。
『
根
路
銘
誌
』
は
、
一
八
七
九
年
以
降
に
築
造
さ
れ
た
九
基
の
墓
（
門
中
墓
、
寄
合
墓
、
家
墓
が
あ
る
）
の
墓
室
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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村
墓
〔
一
八
七
三
年
築
造
〕
以
外
の
墓
は
室
が
一
つ
門
も
一
つ
で
、
門
を
入
る
と
広
間
に
な
っ
て
い
て
そ
こ
が
シ
ル
ヒ
ラ
シ
門
で
棺
を
置
く
場
所
、
奥
が
納
骨
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
奥
が
一
段
低
く
窪
所
に
な
り
骨
を
積
み
重
ね
て
納
め
る
よ
う
に
つ
く
っ
た
所
と
、
奥
が
一
段
高
く
な
り
骨
壺
を
並
べ
て
置
く
よ
う
に
造
ら
れ
た
所
が
あ
る
。（
宮
城
倉
栄　
一
九
八
五
：
三
五
二
）
ま
た
、
福
地
曠
昭
は
、
喜
如
嘉
の
上
イ
墓
を
含
む
明
治
時
代
に
築
造
さ
れ
た
七
基
の
墓
に
つ
い
て
、
そ
の
墓
室
の
構
造
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
上
イ
墓
（
一
八
七
二
年
築
造
） 
二
段
の
棚
を
も
ち
左
右
に
二
軒
の
家
の
骨
甕
を
置
く
。
六
ツ
又
墓
（
一
八
七
七
年
築
造
） 
三
つ
の
チ
ブ
（
坪
。
骨
の
合
葬
場
所
）
を
も
つ
。
石
原
墓
（
一
八
八
五
年
築
造
） 
 
墓
奥
側
の
壁
の
部
分
を
一
尺
高
く
し
て
段
を
つ
く
り
、
そ
の
両
端
を
骨
壺
置
き
場
と
す
る
。
石
保
墓
（
一
九
〇
六
年
築
造
） 
ジ
シ
ガ
メ
が
三
つ
置
か
れ
て
い
る
。
金
城
屋
墓
（
一
九
〇
六
年
築
造
） 
チ
ブ
は
二
つ
に
仕
切
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
軒
ず
つ
使
用
。
仲
門
墓
（
一
九
〇
六
年
築
造
） 
チ
ブ
が
三
つ
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
却
口
小
墓
（
一
九
一
二
年
築
造
） 
三
つ
の
チ
ブ
を
も
つ
。（
福
地　
一
九
七
八
）
154
い
ず
れ
の
集
落
で
も
、
墓
室
内
の
納
骨
墓
の
部
分
に
凹
所
な
い
し
チ
ブ
（
坪
）
と
よ
ば
れ
る
骨
の
合
葬
区
画
を
も
つ
墓
と
、
そ
こ
に
段
を
設
け
厨
子
甕
の
安
置
場
所
と
し
て
い
る
墓
と
の
二
種
類
の
墓
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
者
は
従
来
か
ら
の
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
を
踏
襲
し
た
墓
で
あ
り
、
後
者
は
新
し
い
洗
骨
銘
書
改
葬
を
取
り
入
れ
た
墓
で
あ
る
。
明
治
時
代
は
じ
め
以
降
に
築
造
さ
れ
た
石
造
村
墓
・
共
同
墓
が
従
来
か
ら
の
洗
骨
積
み
重
ね
葬
法
を
と
っ
た
の
に
比
し
て
、
村
墓
か
ら
独
立
し
た
こ
れ
ら
の
墓
の
な
か
に
は
、
洗
骨
銘
書
改
葬
と
い
う
新
し
い
葬
法
を
採
用
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
村
墓
や
共
同
墓
の
石
造
墓
化
の
時
代
に
は
み
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
動
き
が
、
そ
の
時
代
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
少
し
遅
れ
た
時
期
の
門
中
墓
や
家
墓
等
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
の
葬
墓
制
変
容
の
大
き
な
流
れ
が
、
村
墓
か
ら
の
分
離
独
立
を
契
機
に
、
こ
れ
ら
の
集
落
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
村
墓
か
ら
離
れ
て
独
立
し
た
墓
を
営
む
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
村
墓
の
役
割
の
低
下
に
は
必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
表
4
に
示
す
よ
う
に
、
辺
野
喜
村
墓
2
は
一
九
四
五
年
頃
ま
で
、
世
富
家
ム
ラ
墓
も
一
九
四
〇
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
第
二
次
大
戦
前
後
に
一
つ
の
区
切
り
が
あ
り
、
そ
の
後
は
本
土
復
帰
前
後
な
い
し
そ
れ
以
降
に
新
し
い
家
墓
築
造
の
動
き
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
（
事
例
16
・
名
護
市
汀
間
）。
家
々
が
家
墓
や
門
中
墓
、
模
合
墓
を
築
造
し
て
村
墓
か
ら
離
れ
て
も
村
墓
が
存
続
し
た
の
は
、
村
墓
か
ら
離
れ
て
墓
を
築
造
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
世
紀
な
ら
ば
、
人
々
は
環
境
を
利
用
し
た
多
様
な
墓
を
用
い
て
第
一
次
葬
を
行
い
、
第
二
次
葬
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
併
置
型
な
い
し
隣
接
型
の
村
墓
が
築
造
さ
れ
、
第
一
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次
葬
が
そ
こ
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
村
墓
か
ら
独
立
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
は
村
墓
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
次
葬
法
が
一
つ
の
や
り
方
に
収
斂
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
も
う
一
度
か
つ
て
の
葬
法
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
村
墓
の
管
理
組
織
の
存
在
も
、
そ
の
存
続
に
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
辺
土
名
の
村
墓
3
は
三
つ
の
「
ト
ー
ル
」
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ー
ル
が
資
金
管
理
を
行
い
、
墓
の
維
持
・
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
（
辺
土
名
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
七
：
七
五
〜
七
八
））12
（
。
喜
如
嘉
の
村
墓
（
真
和
地
墓
、
港
原
墓
、
道
原
墓
、
新
墓
）
も
そ
れ
ぞ
れ
に
「
墓
組
合
」
を
も
ち
、
そ
れ
は
現
在
も
機
能
し
て
い
る
（
喜
如
嘉
誌
編
集
委
員
会　
一
九
九
六
：
四
四
三
）。
津
波
の
ウ
フ
バ
カ
も
「
大
墓
地
組
合
」
と
い
う
管
理
組
織
を
も
つ
（
津
波
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
四
：
三
〇
五
〜
三
〇
七
）。
こ
の
よ
う
な
共
同
墓
の
管
理
組
織
の
存
在
は
、
家
々
が
家
墓
や
門
中
墓
、
模
合
墓
を
築
造
し
て
村
墓
か
ら
離
れ
て
も
、
需
要
が
あ
る
限
り
村
墓
が
維
持
さ
れ
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
3
）
葬
墓
制
変
容
の
導
因
ー
家
系
観
念
の
形
成
と
集
落
の
共
同
性
ー
以
上
、
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
の
葬
送
・
墓
制
の
様
相
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
以
下
で
は
、
沖
縄
本
島
北
部
地
域
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
本
部
半
島
の
葬
墓
制
を
取
り
上
げ
て
比
較
検
討
を
行
い
、
当
該
地
域
に
お
け
る
葬
墓
制
変
容
の
導
因
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
い
。
本
部
半
島
の
葬
墓
制
に
つ
い
て
仲
原
弘
哲
の
議
論
を
要
約
的
に
紹
介
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
で
あ
り
、
当
該
地
域
の
156
葬
墓
制
の
特
質
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
本
部
半
島
で
は
村
墓
や
共
同
墓
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
洞
窟
や
岩
陰
が
墓
に
使
わ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
近
世
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
お
り
、
近
代
に
な
っ
て
も
そ
の
場
所
を
墓
と
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
岩
陰
墓
や
洞
穴
墓
に
安
置
さ
れ
た
厨
子
甕
の
銘
書
を
み
る
と
、
複
数
の
村
の
人
々
が
利
用
し
て
お
り
、
銘
書
の
年
号
に
は
古
い
も
の
で
一
六
九
〇
年
、
一
七
二
七
年
、
一
七
四
九
年
な
ど
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。（
仲
原　
二
〇
一
五
：
四
六
）
村
墓
の
報
告
の
あ
る
本
部
町
備
瀬
を
み
る
と
、
村
墓
と
さ
れ
現
在
用
い
ら
れ
て
い
な
い
墓
に
、
チ
チ
プ
ギ
（
岩
陰
墓
）
と
カ
チ
ヌ
チ
グ
ン
ジ
ン
（
洞
穴
墓
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
近
隣
の
集
落
の
人
々
と
の
共
同
利
用
墓
で
あ
っ
た
。
現
在
は
わ
ず
か
に
遺
骨
や
厨
子
甕
や
そ
の
破
片
な
ど
が
残
る
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
他
に
ウ
フ
シ
グ
ン
ジ
ン
と
テ
ィ
ガ
ニ
ク
（
い
ず
れ
も
地
名
）
に
古
墓
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
門
中
の
祭
祀
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
集
落
の
人
々
の
現
在
の
墓
は
、
ス
マ
バ
ル
と
ク
バ
マ
バ
ル
（
い
ず
れ
も
地
名
）
に
亀
甲
墓
、
破
風
墓
、
平
葺
墓
、
掘
込
墓
な
ど
が
数
多
く
あ
り
、
す
べ
て
家
墓
で
あ
る
。
備
瀬
に
は
門
中
が
二
二
あ
る
が
、
門
中
墓
は
な
い
と
い
う
（
与
那
嶺　
一
九
七
二
：
四
八
〜
五
一
）。
こ
の
報
告
を
み
る
と
、
村
墓
と
さ
れ
る
墓
の
使
用
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
と
現
在
の
家
墓
を
繋
ぐ
葬
送
・
墓
制
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の
変
容
過
程
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
表
2
に
示
し
た
事
例
22
（
今
帰
仁
村
崎
山
）
を
検
討
し
よ
う
。
崎
山
に
は
四
つ
の
村
墓
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
つ
の
村
墓
で
安
置
さ
れ
た
厨
子
甕
の
銘
書
が
読
み
取
ら
れ
た
。
そ
の
最
も
古
い
も
の
は
、
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
ウ
フ
ド
ゥ
ー
ル
で
一
七
三
五
年
の
厨
子
、
イ
チ
ャ
ガ
ヤ
ー
で
一
七
五
四
年
の
厨
子
、
高
イ
ヤ
ー
ヤ
で
一
七
八
三
年
の
厨
子
で
あ
っ
た
。
銘
書
の
あ
る
厨
子
甕
の
多
く
は
地
方
役
人
層
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
平
敷
令
治
は
、「
お
そ
ら
く
、
地
方
役
人
を
含
む
富
裕
な
階
層
だ
け
が
厨
子
に
銘
を
記
し
、
そ
の
厨
子
を
後
代
ま
で
墓
室
内
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
（
平
敷　
一
九
九
五
：
二
九
四
〜
二
九
五
）。
墓
室
内
に
あ
る
銘
書
を
も
つ
厨
子
甕
の
最
も
新
し
い
も
の
は
、「
ウ
フ
ド
ゥ
ー
ル
の
場
合
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
、
イ
チ
ャ
ガ
ヤ
ー
の
場
合
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
タ
ー
イ
ャ
ー
ヤ
（
高
イ
ヤ
ー
ヤ
）
の
場
合
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
で
あ
る
」（
平
敷　
一
九
九
五
：
二
九
六
〜
三
〇
〇
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
平
敷
は
、「
近
代
に
は
い
っ
て
銘
書
を
記
す
習
俗
が
普
及
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
共
同
墓
に
は
大
正
以
後
の
厨
子
銘
は
ひ
と
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
崎
山
の
墓
制
が
掘
り
抜
き
の
ム
ラ
墓
か
ら
家
族
墓
へ
、
あ
る
い
は
門
中
墓
へ
推
移
し
た
過
渡
期
が
明
治
末
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
墓
制
の
変
遷
の
契
機
が
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
土
地
整
理
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
」
と
述
べ
る
（
平
敷　
一
九
九
五
：
三
〇
〇
）。
平
敷
の
議
論
は
、
一
八
世
紀
に
洗
骨
銘
書
改
葬
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
崎
山
の
村
墓
（
掘
込
墓
）
が
、
明
治
時
代
末
に
、
お
そ
ら
く
土
地
整
理
を
契
機
に
、
家
墓
な
い
し
門
中
墓
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
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を
本
部
町
備
瀬
の
事
例
に
適
用
し
て
、
備
瀬
の
墓
制
も
、
崖
葬
墓
と
し
て
の
村
墓
か
ら
直
接
に
家
墓
に
移
行
し
、
そ
の
変
化
は
明
治
時
代
末
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
崎
山
に
関
す
る
平
敷
の
議
論
に
は
、
本
稿
で
指
摘
し
た
名
護
以
北
の
集
落
に
お
け
る
、
一
八
七
〇
年
代
の
村
墓
の
更
新
＝
石
造
墓
の
築
造
と
い
う
出
来
事
の
指
摘
が
な
い
。
仲
原
が
述
べ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
地
域
で
は
葬
墓
制
の
変
容
過
程
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
名
護
以
北
の
集
落
で
村
墓
か
ら
家
墓
や
門
中
墓
が
分
離
し
て
い
く
の
は
、
事
例
9
（
大
宜
味
村
喜
如
嘉
）
を
例
外
的
な
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
表
4
の
備
考
欄
に
示
す
よ
う
に
、
一
八
五
三
年
に
家
墓
が
築
造
さ
れ
た
事
例
19
（
名
護
市
我
部
祖
河
）
が
一
番
古
く
、
一
八
七
九
年
以
降
に
門
中
墓
、
模
合
墓
が
で
き
は
じ
め
た
事
例
10
（
大
宜
味
村
根
路
銘
）
と
一
八
九
七
年
以
降
漸
次
門
中
墓
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
例
5
（
国
頭
村
比
地
）
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
他
の
集
落
で
は
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
に
、
常
見
純
一
が
指
摘
す
る
「
町
方
の
葬
法
の
積
極
的
摂
取
の
態
度
」
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
常
見　
一
九
六
五
：
五
三
）。
常
見
に
よ
る
な
ら
ば
、
国
頭
村
安
波
で
は
一
八
七
三
年
の
村
墓
の
築
造
後
に
、
村
墓
に
集
落
の
人
々
を
葬
る
こ
と
に
対
す
る
異
見
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、「
村
墓
に
字
民
全
部
を
一
緒
に
葬
る
の
は
良
く
な
い
。
門
中
そ
れ
ぞ
れ
を
一
纏
め
に
葬
る
の
が
本
当
で
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
風
潮
が
次
第
に
現
わ
れ
、
最
初
の
門
中
墓
の
作
成
を
促
し
た
。
（
常
見　
一
九
六
五
：
四
四
）
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安
波
で
の
最
初
の
門
中
墓
の
築
造
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
で
あ
る
が
、
安
波
で
の
こ
の
動
き
は
他
地
域
と
比
べ
て
少
し
遅
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
少
し
早
い
動
き
は
事
例
19
（
名
護
市
我
部
祖
河
）
で
生
じ
て
い
る
。
宮
城
真
治
に
よ
れ
ば
、「
羽
地
村
我
部
祖
河
の
大
屋
の
大
平
の
墓
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
同
家
九
代
の
祖
、
我
部
祖
河
親
雲
上
の
建
造
に
係
る
も
の
で
、
そ
れ
が
そ
の
界
隈
に
於
け
る
一
家
の
墓
の
嚆
矢
で
あ
る
」（
宮
城
真
治　
一
九
八
七
：
一
八
一
）。
こ
の
と
き
「
親
雲
上
が
思
う
に
己
の
内
は
恰
も
首
里
親
国
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
別
に
一
家
の
墓
を
築
い
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
考
え
て
、
首
里
に
於
て
し
か
る
べ
き
方
々
を
訪
ね
て
教
を
乞
う
た
。
…
そ
れ
に
力
を
得
て
」
自
ら
の
家
墓
を
築
造
し
た
と
い
う
（
宮
城
真
治　
一
九
八
二
：
一
八
一
）。
な
お
、
こ
の
家
墓
の
築
造
に
は
、
親
雲
上
が
夫
地
頭
と
い
う
役
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い
（
宮
城
真
治　
一
九
八
七
：
一
八
二
）。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
導
因
と
し
て
、
祖
先
祭
祀
を
と
も
な
っ
た
父
系
直
系
の
家
系
観
念
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安
波
で
は
そ
れ
を
「
町
方
」
か
ら
取
り
入
れ
た
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
、
人
々
の
間
に
そ
の
前
の
時
代
か
ら
続
く
、
王
国
の
葬
墓
制
文
化
へ
の
憧
憬
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
我
部
祖
河
親
雲
上
の
場
合
は
、
そ
の
家
系
観
念
は
自
ら
の
内
に
自
生
し
て
き
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
親
雲
上
の
場
合
も
、
そ
の
よ
う
な
観
念
の
自
生
に
王
家
や
王
府
官
僚
層
の
文
化
的
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
親
雲
上
も
、「
首
里
親
国
」
と
同
様
に
一
家
墓
を
造
ろ
う
と
し
、
首
里
の
し
か
る
べ
き
人
々
に
相
談
し
た
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
遅
い
早
い
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
琉
球
王
国
の
王
家
官
僚
層
の
葬
墓
制
文
化
は
、
そ
の
時
代
の
百
姓
層
160
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
百
姓
層
は
そ
れ
を
墓
制
の
上
で
、
石
造
墓
の
形
で
表
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
洗
骨
銘
書
改
葬
と
い
う
葬
法
は
、
条
件
が
許
せ
ば
彼
ら
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
そ
の
時
代
、
百
姓
層
の
父
系
家
系
観
念
は
そ
の
よ
う
な
葬
法
を
取
り
入
れ
た
人
々
か
ら
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
今
帰
仁
村
崎
山
の
村
墓
で
、
厨
子
甕
に
記
さ
れ
た
最
も
古
い
銘
書
が
一
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
仲
原
に
よ
れ
ば
、
本
部
半
島
で
は
一
六
九
〇
年
の
銘
書
も
み
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
銘
書
改
葬
を
行
っ
て
い
た
家
々
は
、
一
七
・
一
八
世
紀
以
来
の
歴
史
過
程
の
な
か
で
、
父
系
の
家
系
観
念
を
十
分
に
成
熟
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
王
国
時
代
の
彼
ら
に
、
そ
の
観
念
を
自
ら
の
家
墓
の
築
造
、
あ
る
い
は
門
中
墓
の
築
造
と
い
う
形
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
人
々
は
、
そ
の
こ
と
が
可
能
に
な
る
日
が
く
る
ま
で
雌
伏
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
墓
の
築
造
が
自
由
に
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
自
ら
の
家
墓
の
築
造
、
な
い
し
父
系
家
系
の
認
識
に
基
づ
く
門
中
墓
の
築
造
に
向
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
人
々
は
、
自
ら
の
内
に
培
っ
て
き
た
家
系
観
念
を
、
墓
制
の
上
に
直
截
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
で
は
、
一
九
世
紀
、
と
く
に
そ
の
前
半
の
段
階
で
、
洗
骨
銘
書
改
葬
の
事
例
は
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
我
部
祖
河
親
雲
上
は
自
ら
の
家
墓
の
築
造
に
あ
た
っ
て
、
自
家
の
先
祖
の
骨
を
銘
書
し
て
別
置
し
て
い
る
（
宮
城
真
治　
一
九
八
二
：
一
八
一
）。
し
た
が
っ
て
、
名
護
地
区
で
は
お
そ
ら
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く
銘
書
改
葬
の
事
例
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い）13
（
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、
大
宜
味
村
喜
如
嘉
の
蔵
前
墓
で
は
、
墓
の
造
営
主
の
女
性
は
首
里
か
ら
贈
ら
れ
た
厨
子
甕
に
銘
書
さ
れ
て
葬
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
喜
如
嘉
で
一
九
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
三
基
の
村
墓
は
、
い
ず
れ
も
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
を
と
っ
て
い
る
。
新
墓
と
道
原
墓
に
は
現
在
、
い
く
つ
か
の
銘
書
さ
れ
た
厨
子
甕
が
別
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
最
近
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
福
地　
一
九
七
八
：
二
〇
〜
二
二
、二
八
〜
二
九
）。
石
造
の
村
墓
を
も
つ
根
路
銘
で
も
、
複
数
集
落
の
共
同
使
用
墓
で
あ
る
饒
波
屋
、
宜
味
屋
の
内
部
に
は
、
骨
が
山
積
み
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
宮
城
倉
栄　
一
九
八
五
：
三
四
九
）。
厨
子
甕
は
み
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
に
お
け
る
洗
骨
銘
書
改
葬
の
慣
習
が
歴
史
的
に
さ
ほ
ど
遡
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
当
該
地
域
に
お
け
る
父
系
家
系
観
念
の
形
成
は
、
本
部
半
島
に
比
べ
て
遅
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
で
は
、
墓
制
の
上
で
家
墓
や
門
中
墓
へ
の
強
い
指
向
が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
人
々
の
指
向
の
中
心
は
、
従
来
か
ら
の
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
が
表
出
す
る
集
落
の
一
体
性
に
あ
り
、
そ
れ
が
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
石
造
村
墓
・
共
同
墓
へ
の
新
造
・
改
築
の
動
き
と
し
て
最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。以
上
の
議
論
は
、
本
部
半
島
の
集
落
と
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
の
間
に
は
、
家
系
観
念
の
形
成
の
あ
り
方
に
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
が
異
な
る
葬
墓
制
を
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
者
で
は
、
一
九
世
紀
の
段
階
で
父
系
家
系
観
念
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
た
た
め
に
、
新
し
い
時
代
に
家
墓
や
門
中
墓
へ
の
指
向
が
直
截
に
表
出
さ
れ
、
後
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者
で
は
そ
の
熟
成
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
た
、
集
落
の
一
体
性
に
か
か
わ
る
村
墓
な
ど
の
共
同
墓
へ
の
指
向
が
強
く
表
出
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
ワ
ッ
タ
ー
シ
マ
（
私
の
シ
マ
＝
集
落
）」
と
い
っ
た
表
現
で
表
出
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
集
落
の
一
体
性
の
観
念
は
、
お
そ
ら
く
沖
縄
文
化
の
基
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
部
半
島
の
集
落
で
は
、
そ
の
基
層
観
念
の
上
に
新
た
な
父
系
家
系
観
念
の
形
成
が
進
み
、
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
、
そ
の
観
念
が
葬
墓
制
領
域
に
お
け
る
人
々
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
で
は
、
そ
の
よ
う
な
家
系
観
念
の
形
成
が
遅
れ
、
基
層
文
化
と
し
て
の
集
落
の
一
体
性
の
観
念
が
人
々
の
行
動
原
理
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
で
は
村
墓
・
共
同
墓
な
ど
が
新
た
に
築
造
・
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
石
造
墓
の
築
造
の
背
景
に
は
、
人
々
の
間
に
潜
在
し
て
い
た
王
家
官
僚
層
の
葬
墓
制
文
化
へ
の
憧
憬
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
部
沖
縄
地
域
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
葬
墓
制
の
変
容
過
程
は
、
琉
球
王
国
の
滅
亡
に
起
因
す
る
葬
墓
制
の
変
容
と
い
う
大
き
な
動
き
の
な
か
で
、
地
域
に
形
成
さ
れ
た
新
し
い
観
念
、
あ
る
い
は
地
域
文
化
の
基
層
を
な
す
伝
統
的
な
観
念
が
葬
墓
制
領
域
に
お
い
て
定
位
さ
れ
、
促
進
・
加
速
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
異
な
る
葬
墓
制
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
旧
久
志
村
以
北
に
集
落
で
、
こ
の
よ
う
な
動
き
と
並
行
す
る
か
や
や
遅
れ
て
あ
ら
わ
れ
た
、
門
中
墓
や
模
合
墓
、
家
墓
を
築
造
し
て
村
墓
・
共
同
墓
か
ら
分
離
す
る
動
き
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
間
で
の
父
系
の
家
系
観
念
の
急
速
な
形
成
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
163 一九世紀沖縄の葬墓制とその変容
む
す
び
本
稿
は
、
一
九
世
紀
沖
縄
の
葬
墓
制
と
そ
の
変
容
を
め
ぐ
り
、
沖
縄
本
島
北
部
の
事
例
を
中
心
に
、
一
九
世
紀
葬
墓
制
の
様
相
を
可
能
な
限
り
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
変
容
過
程
を
具
体
的
な
形
で
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
民
俗
資
料
か
ら
再
構
成
し
た
沖
縄
本
島
北
部
地
域
の
一
九
世
紀
の
葬
墓
制
は
、
今
日
我
々
が
み
る
沖
縄
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
を
基
本
と
し
、
死
者
や
改
葬
骨
を
、
多
様
で
は
あ
る
が
素
朴
な
形
状
の
墓
に
葬
る
よ
う
な
様
相
を
示
し
て
い
た
。
そ
こ
に
石
造
の
破
風
墓
・
亀
甲
墓
を
み
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
墓
型
は
、
樹
林
葬
墓
や
崖
葬
墓
、
掘
込
墓
な
ど
の
、
自
然
環
境
に
依
存
す
る
こ
と
の
多
い
質
素
な
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
次
の
時
代
に
な
る
と
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
に
み
ら
れ
た
吊
り
下
げ
葬
と
吊
り
下
げ
葬
墓
は
当
該
地
域
に
独
特
の
葬
法
と
墓
型
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
末
の
段
階
で
姿
を
消
し
、
次
の
葬
法
・
墓
型
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
変
化
は
木
製
の
棺
柩
の
使
用
を
要
因
の
一
つ
と
す
る
よ
う
に
み
え
、
墓
型
の
点
で
は
、
木
造
な
い
し
石
積
み
の
家
形
墓
に
改
め
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
も
石
造
墓
は
少
な
く
、
庶
民
・
百
姓
層
の
葬
法
と
墓
型
は
や
は
り
質
素
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
時
代
か
ら
今
日
に
か
け
て
の
沖
縄
の
墓
制
の
変
容
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
琉
球
・
沖
縄
の
葬
墓
制
文
化
を
、
洗
骨
銘
書
改
葬
と
石
造
墓
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
王
家
官
僚
層
の
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葬
墓
制
文
化
と
、
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
と
質
素
な
墓
を
用
い
た
庶
民
・
百
姓
層
の
葬
墓
制
文
化
の
二
層
か
ら
な
る
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、
後
者
の
あ
り
様
は
き
わ
め
て
素
朴
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
部
で
の
自
生
的
な
発
展
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
今
日
の
葬
墓
制
文
化
に
直
接
に
結
び
つ
く
要
素
は
、
と
く
に
墓
制
の
上
で
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
木
造
や
石
積
み
の
家
形
墓
が
今
日
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
点
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
七
〇
年
前
後
か
ら
明
白
に
な
っ
た
庶
民
・
百
姓
層
の
葬
墓
制
文
化
の
大
き
な
変
容
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
王
家
官
僚
層
の
葬
墓
制
文
化
の
下
降
・
受
容
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
国
時
代
に
は
、
人
々
は
後
者
の
墓
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
葬
制
に
つ
い
て
は
資
力
の
あ
る
者
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
受
容
さ
れ
た
洗
骨
銘
書
改
葬
は
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
人
々
の
間
に
父
系
の
家
系
観
念
の
形
成
を
導
き
、
そ
れ
は
新
た
な
時
代
の
葬
墓
制
展
開
の
た
め
の
基
礎
と
な
っ
た
。
一
方
、
王
国
時
代
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
石
造
の
破
風
墓
・
亀
甲
墓
は
、
人
々
の
憧
憬
の
対
象
で
あ
り
続
け
、
新
た
な
時
代
の
墓
制
の
理
想
形
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
墓
が
琉
球
墓
制
を
代
表
す
る
と
い
っ
た
言
説
を
生
み
出
し
、
他
方
で
、
人
々
に
も
入
手
可
能
な
平
地
墓
の
破
風
墓
・
亀
甲
墓
、
家
形
墓
の
隆
盛
を
促
し
た
。
洗
骨
銘
書
改
葬
の
受
容
に
は
地
域
的
な
差
異
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
沖
縄
本
島
北
部
地
域
に
お
い
て
は
、
本
部
半
島
の
集
落
で
は
比
較
的
に
早
く
、
旧
久
志
村
以
北
の
集
落
で
は
遅
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
た
な
葬
法
の
受
容
が
「
地
方
役
人
を
含
む
富
裕
な
階
層
」
に
限
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
（
平
敷　
一
九
九
五
：
二
九
四
）、
琉
球
王
国
時
代
に
お
け
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る
そ
の
よ
う
な
階
層
の
形
成
の
遅
速
が
、
両
地
域
に
お
け
る
銘
書
改
葬
の
受
容
の
あ
り
方
の
差
異
と
し
て
表
出
し
た
の
で
あ
る
。
富
裕
層
の
形
成
と
い
う
そ
の
問
題
は
、
王
国
の
経
済
史
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
洗
骨
銘
書
改
葬
と
墓
型
に
つ
い
て
付
言
し
た
い
。
洗
骨
銘
書
改
葬
を
行
っ
て
墓
室
に
骨
甕
を
納
め
る
葬
法
は
、
安
置
さ
れ
た
骨
甕
に
よ
っ
て
墓
室
の
ス
ペ
ー
ス
が
物
理
的
に
占
有
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
墓
室
は
や
が
て
骨
甕
で
一
杯
に
な
り
、
墓
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
。
久
米
島
の
旧
家
、
上
江
洲
家
の
よ
う
に
、
複
数
の
墓
を
築
造
す
る
な
ら
ば
こ
の
問
題
は
解
決
す
る
が
（
上
江
洲　
一
九
八
二
：
二
二
一
〜
二
三
一
）、
一
般
に
は
そ
れ
は
む
ず
か
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
墓
室
を
二
分
す
る
の
で
は
な
く
、
三
分
す
る
構
造
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
墓
室
奥
に
棚
を
設
け
、
そ
こ
に
骨
甕
を
安
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
ろ
な
ど
に
凹
所
を
設
け
、
始
祖
な
ど
を
除
い
た
古
い
死
者
の
骨
甕
の
骨
を
、
順
次
、
そ
こ
に
合
葬
す
る
の
で
あ
る
。「
ク
チ
ウ
ト
ゥ
シ
（
骨
落
と
し
）」「
チ
ブ
（
坪
）」「
イ
チ
（
池
）」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
凹
所
の
設
置
は
、
お
そ
ら
く
沢
岻
親
方
の
墓
（
上
里
墓
）
を
そ
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
代
以
降
、
こ
の
よ
う
な
墓
室
の
構
造
を
も
っ
た
墓
が
多
く
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
葬
法
と
し
て
は
、
複
葬
で
は
な
く
三
回
葬
と
み
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
も
洗
骨
銘
書
改
葬
の
普
及
に
よ
る
葬
墓
制
の
変
化
の
一
つ
で
あ
る
。
【
注
】
（
1
）
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
一
八
日
に
明
治
大
学
を
主
催
校
と
し
て
行
わ
れ
た
第
二
三
回
南
西
諸
島
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
い
て
、「
一
九
世
紀
沖
縄
の
墓
制
－
民
俗
資
料
か
ら
考
え
る
」
と
題
し
て
発
表
し
た
報
告
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
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研
究
会
で
ご
教
示
を
頂
い
た
参
加
者
の
方
々
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
2
）
な
お
、
一
五
二
五
年
に
築
造
さ
れ
た
沢
岻
親
方
の
墓
（
上
里
墓
）
は
、
洗
骨
積
み
重
ね
改
葬
墓
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
家
祖
の
柩
は
壇
上
に
個
別
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
大
嶺　
一
九
六
一
：
七
七
〜
八
〇
）。
（
3
）
各
墓
型
の
詳
し
い
説
明
は
、『
沖
縄
県
史
各
論
編
九　
民
俗
』
に
掲
載
し
た
沖
縄
県
の
墓
制
に
つ
い
て
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
加
藤　
二
〇
二
〇
：
三
五
七
〜
三
六
五
）。
 
な
お
、
私
は
そ
の
小
論
で
壁
龕
墓
を
掘
込
墓
に
分
類
し
た
（
加
藤　
二
〇
二
〇
：
三
五
八
）。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
改
め
、
崖
葬
墓
に
分
類
し
直
す
。
掘
込
墓
お
よ
び
平
地
墓
（
野
家
墓
、
家
形
小
墓
を
除
く
）
で
は
、
共
通
し
て
、
墓
室
の
大
き
さ
に
比
し
て
墓
室
へ
の
出
入
り
口
（
墓
口
な
い
し
門
口
）
を
小
さ
く
造
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
崖
葬
墓
で
は
洞
穴
の
開
口
部
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
本
来
、
小
さ
く
造
る
こ
と
は
な
い
。
壁
龕
墓
も
そ
の
開
口
部
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
島
袋
源
七
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
墓
型
は
「
墓
門
の
幅
と
墓
穴
の
幅
が
略
々
同
一
」（
島
袋　
一
九
三
三
：
八
二
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
共
通
性
か
ら
、
壁
龕
墓
は
崖
葬
墓
の
内
に
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
4
）
島
袋
源
七
は
改
葬
骨
の
吊
り
下
げ
葬
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
 
私
が
子
供
の
時
「
久
志
間
切
で
は
洗
骨
し
た
ら
芭
蕉
布
や
布
呂
敷
に
包
ん
で
木
の
枝
に
つ
る
し
て
お
く
の
だ
そ
う
だ
」
等
と
よ
く
父
母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
当
時
は
何
の
気
な
し
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
位
に
考
へ
て
ゐ
た
が
…
。（
島
袋　
一
九
三
三
：
八
五
）
 
島
袋
は
一
八
九
七
年
、
今
帰
仁
村
勢
理
客
の
生
ま
れ
な
の
で
、
そ
の
子
ど
も
時
代
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
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エ
ピ
ソ
ー
ド
は
二
つ
の
事
柄
を
伝
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
当
時
、
旧
久
志
村
（
久
志
間
切
）
で
改
葬
骨
の
吊
り
下
げ
葬
法
が
行
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
勢
理
客
で
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
当
時
の
勢
理
客
で
そ
の
よ
う
な
葬
法
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
今
帰
仁
村
あ
る
い
は
本
部
半
島
で
も
そ
の
葬
法
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
島
袋
の
両
親
は
珍
し
い
こ
と
と
し
て
源
七
に
そ
の
話
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
吊
り
下
げ
葬
法
が
旧
久
志
村
（
現
在
の
東
村
を
含
む
）
と
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
大
宜
味
村
、
国
頭
村
に
固
有
の
葬
法
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
5
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
の
日
本
民
俗
学
会
年
会
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
（
加
藤　
二
〇
一
九
）。
（
6
）
一
八
四
〇
年
頃
国
頭
村
で
藍
づ
く
り
を
し
て
い
た
人
が
、「
辺
野
喜
の
山
中
で
木
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
上
部
か
ら
人
骨
が
落
ち
て
き
た
」
と
い
う
（
名
護
博
物
館　
一
九
九
四
：
一
二
二
）。
こ
れ
は
、
改
葬
骨
の
吊
り
下
げ
葬
法
を
示
す
が
、
骨
を
包
ん
で
い
た
ク
バ
の
葉
が
劣
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
名
護
市
汀
間
で
は
、
一
九
二
〇
年
以
前
の
葬
法
で
、
改
葬
骨
を
ク
バ
の
葉
や
風
呂
敷
に
包
ん
で
納
骨
墓
の
軒
に
下
げ
て
い
た
。
こ
の
容
器
は
毎
年
七
夕
の
時
に
取
り
替
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
二
年
ご
と
の
納
骨
墓
の
開
墓
の
際
に
、
骨
を
そ
こ
に
納
め
た
の
で
あ
る
（
加
藤　
二
〇
一
〇
：
二
三
二
〜
二
三
五
）。
（
7
）
島
袋
源
七
は
、
モ
ー
ア
キ
の
習
俗
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
多
分
山
分
け
替
へ
を
し
た
琉
球
の
地
割
制
度
に
基
い
た
班
田
法
を
行
う
年
期
に
当
る
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
島
袋　
一
九
三
三
：
八
五
）。
（
8
）
改
修
前
の
宇
嘉
の
村
墓
の
写
真
は
、
宮
城
幸
三
郎
の
著
作
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
宮
城
幸
三
郎　
一
九
八
九
：
一
四
一
）
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（
9
）
田
村
は
辺
野
喜
の
項
の
最
後
に
墓
地
つ
い
て
記
し
、
そ
の
末
尾
に
括
弧
書
き
で
（
写
真
第
四
図
）
と
付
け
加
え
て
い
る
（
田
村　
一
九
七
七
：
一
一
八
）。
し
か
し
、
著
書
に
写
真
第
四
図
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
「
第
十
版　
原
始
共
有
墓
地
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
編
集
・
校
正
の
過
程
で
、
写
真
第
四
図
が
第
十
版
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
10
）
表
2
中
の
事
例
で
は
、
墓
の
築
造
年
に
「
明
治
時
代
は
じ
め
」
等
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
は
琉
球
王
国
時
代
で
あ
り
、
こ
の
語
の
使
用
は
適
当
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
代
わ
り
に
「
一
八
七
〇
年
前
後
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
（
11
）
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
根
路
銘
・
大
兼
久
・
大
宜
味
三
字
の
共
同
墓
で
あ
る
宜
味
屋
に
は
、
一
八
七
一
年
の
使
用
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て
、
根
路
銘
村
墓
が
一
八
七
三
年
に
築
造
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
宜
味
屋
は
使
用
を
停
止
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
八
四
年
に
宜
味
屋
と
饒
波
屋
を
修
復
す
る
た
め
に
両
墓
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
骨
が
一
杯
で
あ
っ
た
と
い
う
（
宮
城
倉
栄　
一
九
八
五
：
三
四
九
）。
納
骨
墓
が
二
年
で
一
杯
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
宜
味
屋
の
築
造
は
一
八
七
一
年
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
、
一
八
四
〇
年
の
使
用
記
録
を
も
つ
饒
波
屋
の
築
造
も
そ
れ
以
前
に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
宇
嘉
・
辺
野
喜
の
共
同
墓
は
、
田
村
浩
の
写
真
で
、
共
同
墓
が
両
隣
の
村
墓
（
宇
嘉
村
墓
は
一
八
七
四
年
頃
築
造
）
よ
り
も
黒
ず
み
古
び
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
墓
の
築
造
は
一
八
七
四
年
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
12
）『
辺
土
名
誌
』
に
よ
れ
ば
、「
ト
ー
ル
」
と
は
墓
地
を
さ
す
辺
土
名
独
特
の
用
語
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ー
ル
に
は
共
同
墓
（
石
造
墓
）
が
一
〜
三
基
設
け
ら
れ
て
い
る
。
村
人
は
三
つ
の
ト
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
そ
の
ト
ー
ル
に
あ
る
共
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同
墓
を
利
用
す
る
。
ト
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
「
資
金
を
出
し
合
っ
て
共
同
墓
を
設
営
し
、
そ
れ
を
代
々
受
け
継
い
で
き
た
」
と
い
う
（
辺
土
名
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
七
：
七
五
）。
 
辺
土
名
で
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
以
降
い
く
つ
か
の
門
中
が
ト
ー
ル
か
ら
独
立
し
た
が
、
ト
ー
ル
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
爆
発
的
に
家
族
墓
が
造
ら
れ
、
各
ト
ー
ル
の
共
同
墓
か
ら
の
分
離
が
激
増
し
た
。
現
在
で
は
、
共
同
墓
の
使
用
は
極
く
少
数
の
系
統
で
あ
る
。
明
治
以
来
、
一
二
〇
余
年
続
い
て
き
た
ト
ー
ル
制
は
そ
の
使
命
を
果
た
し
、
終
息
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
（
辺
土
名
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
七
：
七
八
）。
（
13
）
名
護
市
屋
部
地
区
の
旧
家
、
久
護
家
で
は
一
七
五
五
年
に
亀
甲
墓
を
築
造
し
た
が
、
墓
敷
内
の
墓
碑
に
は
、
家
督
を
継
ぐ
嫡
子
と
そ
の
妻
た
ち
が
こ
の
墓
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。「「
家
督
相
続
」
の
意
識
が
発
生
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
（
中
鉢　
一
九
九
九
：
一
五
〜
二
〇
）。
一
八
世
紀
中
頃
の
名
護
の
有
力
家
で
、
父
系
の
家
系
観
念
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
【
引
用
文
献
】
安
里
有
三　
一
九
九
〇
『
田
嘉
里
の
歴
史
』
自
刊
字
久
志
誌
編
纂
委
員
会　
一
九
九
八
『
字
久
志
誌
』
沖
縄
県
名
護
市
久
志
区
公
民
館
字
誌
辺
野
喜
編
集
委
員
会　
一
九
九
八
『
字
誌
辺
野
喜
』
国
頭
村
辺
野
喜
区
長
島
袋
初
男
石
垣
市
史
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
七
『
石
垣
市
史
各
論
編　
民
俗
下
』
石
垣
市
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伊
波
普
猷　
一
九
七
四
「
南
島
古
代
の
葬
制
」『
伊
波
普
猷
全
集　
第
五
巻
』
平
凡
社
上
江
洲
均　
一
九
八
二
『
沖
縄
の
暮
ら
し
と
民
具
』
慶
友
社
上
勢
頭
亨　
一
九
七
六
『
竹
富
島
誌　
民
話
・
民
俗
編
』
法
政
大
学
出
版
局
大
嶺　
薫　
一
九
六
一
「
上
里
墓
調
査
報
告
」『
文
化
財
要
覧
一
九
六
一
年
版
』
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
加
藤
正
春　
二
〇
一
〇
『
奄
美
沖
縄
の
火
葬
と
葬
墓
制
－
変
容
と
持
続
－
』
榕
樹
書
林
加
藤
正
春　
二
〇
一
九
「
沖
縄
県
旧
久
志
村
汀
間
の
か
つ
て
の
葬
法
を
め
ぐ
っ
て
－
山
留
と
葬
送
」『
日
本
民
俗
学
会
第
七
一
回
年
会
研
究
発
表
要
旨
集
』
加
藤
正
春　
二
〇
二
〇
「
墓
制
」
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
『
沖
縄
県
史
各
論
編
9　
民
俗
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
嘉
陽
誌
編
纂
委
員
会　
一
九
九
九
『
嘉
陽
誌
』
沖
縄
県
名
護
市
嘉
陽
区
事
務
所
喜
如
嘉
誌
編
集
委
員
会　
一
九
九
六
『
喜
如
嘉
誌
』
喜
如
嘉
誌
刊
行
会
金
城
朝
永　
一
九
七
四
「
琉
球
に
於
け
る
洗
骨
の
習
俗
－
葬
制
資
料
と
し
て
」『
金
城
朝
永
全
集　
下
巻
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
国
頭
郡
教
育
会　
一
九
六
七
（
一
九
一
九
）『
沖
縄
県
国
頭
郡
志
』
沖
縄
出
版
会
酒
井
卯
作　
一
九
八
七
『
琉
球
列
島
に
お
け
る
死
霊
祭
祀
の
構
造
』
第
一
書
房
佐
喜
真
興
英　
一
九
八
二
『
女
人
政
治
考
・
霊
の
島
々
』
新
泉
社
島
袋
源
七　
一
九
三
三
「
南
島
に
於
け
る
墳
墓
と
氏
神
の
起
源
」『
立
正
大
学
同
窓
会
橘
会
会
報　
橘
』
二
新
城
徳
祐　
一
九
七
五
「
史
跡
」
今
帰
仁
村
史
編
纂
委
員
会
『
今
帰
仁
村
史
』
今
帰
仁
村
役
場
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新
城
真
恵　
一
九
八
五
『
沖
縄
大
宜
味
村
謝
名
城
の
民
俗
』
若
夏
社
平
良
幸
泉　
一
九
九
一
『
大
兼
久
誌
』
大
宜
味
村
大
兼
久
区
長
山
川
保
清
平
良
豊
勝　
一
九
七
〇
『
喜
如
嘉
の
民
俗
』
自
刊
竹
村
卓
治　
一
九
六
五
「
国
頭
村
宇
嘉
を
中
心
と
す
る
親
族
体
系
と
祭
祀
組
織
」
東
京
都
立
大
学
南
西
諸
島
研
究
委
員
会
『
沖
縄
の
社
会
と
宗
教
』
平
凡
社
玉
木
順
彦　
一
九
九
七
「
南
島
の
葬
墓
制
」
赤
田
光
男
、
小
松
和
彦
『
講
座
日
本
の
民
俗
学
七　
神
と
霊
魂
の
民
俗
』
雄
山
閣
田
村　
浩　
一
九
七
七
（
一
九
二
七
）『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
』
至
言
社
津
波
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
四
『
大
宜
味
村
津
波
誌
』
大
宜
味
村
津
波
区
常
見
純
一　
一
九
六
五
「
国
頭
村
安
波
に
お
け
る
門
中
制
度
の
変
遷
」
東
京
都
立
大
学
南
西
諸
島
研
究
委
員
会
『
沖
縄
の
社
会
と
宗
教
』
平
凡
社
中
鉢
良
護　
一
九
九
九
「
屋
部
久
護
家
の
歴
史
と
久
護
家
文
書
」
名
護
市
史
編
さ
ん
室
『
名
護
市
史
資
料
編
五　
文
献
資
料
集
別
冊
一　
屋
部　
久
護
家
文
書
』
名
護
市
教
育
委
員
会
仲
原
弘
哲　
二
〇
一
五
「
山
原
の
葬
墓
制
」
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
『
琉
球
孤
の
葬
墓
制
－
風
と
サ
ン
ゴ
の
弔
い
」
同
館
刊
名
嘉
真
宜
勝　
一
九
七
九
「
沖
縄
県
の
葬
送
・
墓
制
」
名
嘉
真
宜
勝
・
恵
原
義
盛
『
沖
縄
・
奄
美
の
葬
送
・
墓
制
』
明
玄
書
房
名
嘉
真
宜
勝　
一
九
八
三
「
葬
制
と
墓
制
」『
渡
名
喜
村
史　
下
巻
』
渡
名
喜
村
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名
嘉
真
宜
勝　
一
九
九
九
『
沖
縄
の
人
生
儀
礼
と
墓
』
沖
縄
文
化
社
名
護
博
物
館　
一
九
九
〇
『
名
護
市
墓
形
態
分
布
調
査
報
告
一　
久
志
地
区
の
墓
』
名
護
博
物
館
名
護
博
物
館　
一
九
九
一
『
名
護
市
墓
形
態
分
布
調
査
報
告
二　
屋
部
地
区
の
墓
』
名
護
博
物
館
名
護
博
物
館　
一
九
九
二
『
名
護
市
墓
形
態
分
布
調
査
報
告
三　
屋
我
地
地
区
の
墓
』
名
護
博
物
館
名
護
博
物
館　
一
九
九
三
『
名
護
市
墓
形
態
分
布
調
査
報
告
四　
羽
地
地
区
の
墓
』
名
護
博
物
館
名
護
博
物
館　
一
九
九
四
『
名
護
市
墓
形
態
分
布
調
査
報
告
五　
名
護
地
区
の
墓
』
名
護
博
物
館
饒
波
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
五
『
饒
波
誌
』
大
宜
味
村
字
饒
波
原
田
敏
明　
一
九
七
〇
『
宗
教
と
民
俗
』
東
海
大
学
出
版
会
東
村
史
編
集
委
員
会　
一
九
八
四
『
東
村
史　
第
三
巻　
資
料
編
二
』
東
村
役
場
福
地
曠
昭　
一
九
七
八
『
喜
如
嘉
の
墓
制
と
葬
制
』
自
刊
平
敷
令
治　
一
九
九
五
『
沖
縄
の
祖
先
祭
祀
』
第
一
書
房
辺
土
名
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
七
『
辺
土
名
誌　
下
巻
』
国
頭
村
辺
土
名
公
民
館
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
小
湾
字
誌
調
査
委
員
会　
一
九
九
五
『
小
湾
字
誌
』
浦
添
市
小
湾
字
誌
編
集
委
員
会
宮
城
幸
三
郎　
一
九
八
九
『
宇
嘉
に
生
き
る
』
自
刊
宮
城
真
治　
一
九
八
七
『
山
原　
そ
の
村
と
家
と
人
と
』
名
護
市
役
所
宮
城
倉
栄　
一
九
八
五
『
根
路
銘
誌
』
国
頭
郡
大
宜
味
村
字
根
路
銘
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宮
城
倉
啓　
二
〇
一
八
a
「
国
頭
村
比
地
」
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
資
料
編
集
班
『
沖
縄
県
史
研
究
叢
書　
一
八　
沖
縄
の
民
俗
資
料
（
上
）』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
宮
城
倉
啓　
二
〇
一
八
b
「
大
宜
味
村
字
謝
名
城
」
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
資
料
編
集
班
『
沖
縄
県
史
研
究
叢
書　
一
八　
沖
縄
の
民
俗
資
料
（
上
）』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
柳
田
国
男　
二
〇
〇
一
（
一
九
二
九
）「
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
」『
柳
田
国
男
全
集
』
二
八　
筑
摩
書
房
与
那
嶺
勝
次　
一
九
七
一
「
墓
」
沖
縄
大
学
沖
縄
学
生
文
化
協
会
『
郷
土
』
一
〇
琉
球
大
学
民
俗
研
究
ク
ラ
ブ　
一
九
六
七
「
久
志
村
汀
間
部
落
調
査
報
告
」『
沖
縄
民
俗
』
一
四
琉
球
大
学
民
俗
研
究
ク
ラ
ブ　
一
九
六
九
「
国
頭
郡
国
頭
村
与
那
落
調
査
報
告
」『
沖
縄
民
俗
』
一
六
渡
辺
美
季　
二
〇
一
四
「
オ
ラ
ン
ダ
墓
は
語
る
－
海
底
に
消
え
た
船
旅
－
」
南
西
諸
島
水
中
文
化
遺
産
研
究
会
『
沖
縄
の
水
中
文
化
遺
産
』
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
渡
邊
欣
雄　
一
九
八
七
「
信
仰
と
祭
祀
」
東
村
史
編
集
委
員
会
『
東
村
史
第
一
巻　
通
史
編
』
東
村
役
場
